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○あきる野市戸倉体験研修センターの設置及び管理に関する条例 

平成２７年６月２３日 

条例第２４号 

（設置） 

第１条 あきる野が誇る自然、歴史、文化等の地域資源を活用した体験の場及び企業、学校等が行う研修の

場を提供することにより、将来を担う子供たちを中心に多様な人材を育成するとともに、地域の活性化を

図るため、滞在型観光の拠点としてあきる野市戸倉体験研修センター（以下「研修センター」という。）

を設置する。 

（名称及び位置） 

第２条 研修センターの名称及び位置は、次のとおりとする。 

名称 秋川渓谷戸倉体験研修センター 

位置 あきる野市戸倉３２５番地 

（事業） 

第３条 研修センターは、第１条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

（１） 体験、宿泊、飲食及び展示に関すること。 

（２） 団体への施設の貸出しに関すること。 

（３） 前２号に掲げるもののほか、市長が必要と認める事業に関すること。 

（休館日） 

第４条 研修センターの休館日は、次のとおりとする。ただし、市長が特に必要があると認めるときは、こ

れを変更し、又は臨時に休館日を定めることができる。 

（１） ７月２１日から８月３１日までを除く火曜日。ただし、この日が国民の祝日に関する法律（昭和

２３年法律第１７８号。以下「法」という。）第３条に規定する休日に当たるときは、その翌日 

（２） １２月２８日から翌年の１月４日までの日 

２ 前項の規定にかかわらず、グラウンド及び体育館については、同項第１号に規定する日においても、第

７条第１項に規定する承認を受けて使用することができる。 

（開館時間及び使用時間） 

第５条 研修センターの開館時間は、午前１０時から午後５時までとする。 

２ 前項の規定にかかわらず、次の各号に掲げる施設の使用については、それぞれ当該各号に定める使用時

間とする。 

（１） 別表第１に掲げる施設 同表に定める使用時間 

（２） 宿泊施設 宿泊開始の日の午後３時から宿泊終了の日の午前１０時まで 

３ 前２項の規定にかかわらず、市長が特に必要があると認めるときは、これらを変更することができる。 

（使用期間） 

第６条 研修センターは、同一の者が引き続き７日以上使用することができない。ただし、市長が特に必要

があると認めるときは、この限りでない。 

（使用の承認） 

第７条 研修センターを使用しようとする団体の代表者は、あらかじめ市長の承認を受けなければならない。 

２ グラウンド及び体育館については、市内に在住、在勤又は在学する者が１０人以上で団体を構成し、か

つ、当該団体に監督者としての成人が含まれている場合に限り、承認する。ただし、市長が特に必要があ

ると認めるときは、この限りでない。 

３ 前項の規定にかかわらず、宿泊施設の使用の承認を受けた者については、第１項の規定による承認を受

けてグラウンド及び体育館を使用することができる。 

４ 市長は、前３項の承認に際し、管理上必要な条件を付することができる。 

（使用の不承認） 

第８条 市長は、次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、研修センターの使用を承認しない。 

（１） 施設又は附帯設備若しくは物品（以下「附帯設備等」という。）を損傷するおそれがあるとき。 

（２） 公益を害し、又は秩序を乱すおそれがあるとき。 

（３） 営利活動、宗教活動又は政治活動を目的として利用しようとするとき。 

（４） 管理上支障があるとき。 

（５） 前各号に掲げるもののほか、市長が不適当と認めるとき。 

（使用料） 

第９条 研修センターの使用の承認を受けた者（以下「使用者」という。）は、別表第１又は別表第２に定

める使用料を前納しなければならない。 

２ 前項の規定にかかわらず、市長は、特別の理由があると認めるときは、使用料を減免し、又は納付すべ

き期限を別に定めることができる。 

３ 前項の規定にかかわらず、宿泊施設は、使用料を減免しないものとする。 

（使用料の不還付） 
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第１０条 既納の使用料は、還付しない。ただし、次の各号のいずれかに該当するときは、その全部又は一

部を還付することができる。 

（１） 災害その他の事故により、研修センターを使用することができなくなったとき。 

（２） 管理上特に必要があるため、市長が使用を取り消したとき。 

（３） 使用者の責務に帰することができない理由により、研修センターを使用することができないとき。 

（４） 使用者が使用する日の７日前までに使用の申請を取り消し、市長が相当の理由があると認めると

き。 

（目的外使用等の禁止） 

第１１条 使用者は、使用の承認を受けた目的以外に研修センターを使用し、又はその使用権を譲渡し、若

しくは転貸してはならない。 

（施設の変更等の禁止） 

第１２条 使用者は、研修センターの施設に特別の設備をし、又は変更を加えてはならない。ただし、あら

かじめ市長の承認を受けたときは、この限りでない。 

（使用者等の遵守事項） 

第１３条 市長は、研修センターの使用者又は入場者（以下「使用者等」という。）の遵守事項を定め、研

修センターの管理上必要があると認めるときは、当該使用者等に対し、その都度必要な指示をすることが

できる。 

（入場者の制限） 

第１４条 市長は、次の各号のいずれかに該当する者に対し、入場を禁止し、又は退場を命ずることができ

る。 

（１） 公益を害し、又は秩序を乱すおそれがあると認められる者 

（２） その他管理上支障があると認められる者 

（使用承認の取消し等） 

第１５条 市長は、次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、使用の承認を取り消し、又は使用を制

限し、若しくは停止することができる。 

（１） 使用者がこの条例又はこの条例に基づく規則に違反したとき。 

（２） 使用の目的又は使用の条件に違反したとき。 

（３） 前２号に掲げるもののほか、市長が特に必要があると認めるとき。 

２ 市長は、前項の規定により使用者が受けた損害については、賠償の責めを負わないものとする。 

（原状回復の義務） 

第１６条 使用者は、研修センターの使用を終了したとき、又は前条第１項の規定により使用の承認の取消

し若しくは使用の停止をされたときは、直ちに原状に回復しなければならない。 

２ 使用者が前項の義務を履行しないときは、市長が原状に回復し、それに要した費用は、使用者が負担す

るものとする。 

（損害賠償の義務） 

第１７条 使用者等は、研修センターの施設又は附帯設備等に損害を与えたときは、市長が相当と認める額

を賠償しなければならない。ただし、市長がやむを得ない理由があると認めるときは、その額を減額し、

又は免除することができる。 

（研修センターの管理） 

第１８条 市長は、研修センターの管理を地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２第３項の

規定により、指定管理者に行わせることができる。 

（指定管理者が行う業務） 

第１９条 指定管理者は、次に掲げる業務を行うものとする。 

（１） 第３条各号に規定する事業に関すること。 

（２） 研修センターの施設及び附帯設備等の維持管理に関すること。 

（指定管理者の指定の手続等） 

第２０条 指定管理者の指定の手続等については、あきる野市公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関

する条例（平成１７年あきる野市条例第２号）の定めるところによる。 

（利用料金） 

第２１条 第９条の規定にかかわらず、第１８条の規定により指定管理者が管理を行う場合は、研修センタ

ーの利用の承認を受けた者は、その利用に係る料金（以下「利用料金」という。）を指定管理者に前納し

なければならない。 

２ 利用料金の額は、別表第１及び別表第２に定める額の範囲内において、指定管理者があらかじめ市長の

承認を受けて定めることができる。 

３ 前２項の規定にかかわらず、指定管理者は、市長が特別の理由があると認めるときは、利用料金を減免

し、又は納付すべき期限を別に指定することができる。 

４ 前項の規定にかかわらず、宿泊施設は、利用料金を減免しないものとする。 
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５ 利用料金は、指定管理者の収入とする。 

（準用規定） 

第２２条 第４条から第８条まで、第１０条、第１２条から第１５条まで、第１６条第２項、別表第１及び

別表第２の規定は、第１８条の規定により指定管理者が管理を行う場合について準用する。この場合にお

いて、第４条第１項ただし書、第５条第３項、第６条ただし書及び第７条第２項ただし書中「市長が特に

必要があると認めるとき」とあるのは「指定管理者が市長の承認を得たとき」と、第７条第１項及び第４

項、第８条、第１０条第２号及び第４号、第１２条ただし書、第１３条から第１５条まで並びに第１６条

第２項の規定中「市長」とあるのは「指定管理者」と、第１０条（見出しを含む。）、別表第１及び別表

第２中「使用料」とあるのは「利用料金」と読み替えるものとする。 

（委任） 

第２３条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成２８年４月１日から施行する。ただし、次項の規定は、公布の日から施行する。 

（準備行為） 

２ この条例の規定による使用の承認、指定管理者の指定の手続及びこれらに関し必要なその他の行為は、

この条例の施行前においても行うことができる。 

（あきる野市立学校施設使用条例の一部改正） 

３ あきる野市立学校施設使用条例（平成７年あきる野市条例第４８号）の一部を次のように改正する。 

〔次のよう〕略 

（経過措置） 

４ この条例の施行の前に前項の規定による改正前のあきる野市立学校施設使用条例（以下「旧学校施設使

用条例」という。）の規定に基づきなされた廃校となった戸倉小学校の使用に関する処分、手続その他の

行為は、この条例の相当規定によりなされたものとみなす。 

５ この条例の施行の際現に旧学校施設使用条例の規定により廃校となった戸倉小学校の使用の許可を受け

ている者の使用料については、なお従前の例による。 

別表第１（第５条、第９条、第２１条関係） 

施設区分 使用時間 使用単位 使用料 

第１研修室 午前１０時から午後９時まで １時間 ４００円 

第２研修室 午前１０時から午後９時まで １時間 ２００円 

第３研修室 午前１０時から午後９時まで １時間 ３００円 

家庭科室 午前１０時から午後９時まで １時間 ４００円 

図工室 午前１０時から午後９時まで １時間 ４００円 

グラウンド 午前７時から午後６時まで １時間 ２００円 

体育館 午前１０時から午後９時まで １時間 ３００円 

備考 

１ 宿泊施設の使用者が自炊するために使用するときの家庭科室の使用料は、無料とする。 

２ 延長して使用する場合における延長使用料は、３０分につき使用の承認をした施設区分に係る使用

料の３０分に相当する額とする。 

３ 使用時間には、準備及び原状回復の時間を含むものとする。 

別表第２（第９条、第２１条関係） 

宿泊日 使用区分 使用者 使用料（１人当たり１泊） 

平日 ２食付き 大人 ６，５００円 

子供 ６，０００円 

素泊まり 大人 ４，５００円 

子供 ４，０００円 

休前日 ２食付き 大人 ７，０００円 

子供 ６，５００円 

素泊まり 大人 ５，０００円 

子供 ４，５００円 

備考 

１ 「休前日」とは、法第３条に規定する休日の前日及び土曜日とする。 

２ ５月３日から５月５日まで及び７月２１日から８月３１日までの間は、休前日の使用料に５００円

を加算する。 

３ 「大人」とは、中学生以上の者をいう。 

４ 「子供」とは、小学生をいう。 
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５ 小学校就学の始期に達するまでの者は、次の各号に掲げる区分に応じ、それぞれ当該各号に定める

使用料とする。 

（１） 研修又は体験に参加する者 子供の使用料の２分の１ 

（２） 研修又は体験に参加しない者のうち寝具を単独で使用しない者 無料 

 

 


